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日
本
最
大
の
豪
華
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
飛

鳥
Ⅱ
」
が
和
歌
山
に
寄
港
す
る
の
で
、
市

が
開
催
し
た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。

右
方
向
か
ら
入
港
し
て
き
た
「
飛
鳥
Ⅱ
」

は
、
入
り
江
の
中
ほ
ど
で
１
８
０
度
回
転
。

左
を
向
い
て
い
た
船
首
を
右
向
き
に
変
え

ま
し
た
。
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
小

さ
い
タ
グ
ボ
ー
ト
が
押
し
て
い
ま
す
。
今

度
は
船
体
の
横
の
面
を
見
せ
た
ま
ま
じ
わ

り
じ
わ
り
と
岸
に
近
づ
い
て
き

ま
す
。
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が

迫
っ
て
く
る
よ
う
な
大
迫
力
。

こ
れ
も
ま
た
、
タ
グ
ボ
ー
ト
の

仕
事
だ
そ
う
。

船
内
も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ふ
か
ふ
か
の
じ
ゅ
う
た
ん

は
ま
さ
に
高
級

ホ
テ
ル
。
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
何

か
所
も
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

バ
ー
。
映
画
館
や
図
書
室
、

遊
戯
室
で
は
マ
ー
ジ
ャ
ン

も
。
プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
等
々
。
ふ
う
。
夢
の
国

に
紛
れ
込
ん
だ
５
０
分
で

し
た
。

７
０
０
人
の
乗
客
と
４

８
０
人
余
の
乗
組
員
。
和

歌
山
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
か
し
ら
。

みち子のひとりごと

夢の国へ

戦争法成立ー「民の声」聞かない政府はいらない！

戦争法廃止、立憲主義を取り戻す！

「戦争法（安保法制）廃止の国民連合政府」の実現を!!
９月１９日未明までの攻防の末、戦争法が成立しました。反対する多数

の国民の声、憲法違反だという学者の声もきかず、立憲主義、平和主義、

国民主権と幾重にも憲法違反を犯した末の成立です。憲法にのっとれば、

無効となるべき法律です。安倍自民党・公明党政権は、戦後の日本が平和

憲法のもと、70年かけて築いてきた世界からの信頼をも壊してしまったの

です。

しかし、このままにしておくことはできません。犠牲者が出る前に戦争法は廃止に

しなくてはなりません。そのためには、戦争法廃止法案を成立させる政府が必要です。

「廃止」勢力が多数を占める議会を作らなければなりません。

日本共産党は、「憲法違反の戦争法を廃止し、日本の政治に立憲主義と民主主義を

取り戻す、新たなたたかいを起こそう！」と呼びかけます。そして、戦争法廃止で一

致する政党・団体・個人が共同して国民連合政府を作ろう、そのためには、来るべき

国政選挙で「戦争法廃止の国民連合政府」を作るという“国民的な大

義”で一致するすべての政党が選挙協力を行うことを呼びかけ、実現

のために誠実に力を尽くします。

すべての政党・個人・団体が、思想・信条の違い、政治的立場の違

いを乗り越えて力を合わせ、安倍自公政権を退場させ、立憲主義・民

主主義・平和主義を貫く新しい政治を作ろうではありませんか。国民

一人ひとりが、主権者としての力を行使して、希望ある日本の未来を

開きましょう。



政
府
に
よ
る
戦
争
法
の
強
行
採
決
へ

の
怒
り
が
日
に
日
に
増
し
て
い
ま
す
。

安
倍
自
公
政
権
は
国
民
が
忘
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
そ
う
は
い

き
ま
せ
ん
。
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら
だ

と
た
く
さ
ん
の
方
が
抗
議
行
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
も
連
日
街
頭
へ
出
て
抗

議
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
車
か
ら

歩
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
手
を
振
っ

て
応
援
し
て
く
れ
る
こ
と
に
ど
ん
ど
ん

力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

戦
争
法
の

可
決
は
と
て

も
残
念
な
こ

と
で
す
が
、

多
く
の
方
が

主
権
者
と
し
て
自
主
的
に
声
を
あ
げ
た

姿
に
明
る
い
未
来
も
見
え
ま
し
た
。
私

も
こ
の
運
動
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
が
増
え

た
こ
と
で
「
日
本
の
政
治
に
民
主
主
義

と
立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
」
新
し
い
た

た
か
い
に
希
望
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

多
く
の
方
と
手
を
つ
な
ぎ
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは松坂みち子です No.241

熱い心で
大門みきし

絵本のすすめ ①
「趣味は何ですか？」と聞かれ、「絵本

の収集」と答えると、大抵の人は信じられ

ない、清酒の収集のまちがいではないか、

といいます。

いまから10年ほど前、書店でたまたま絵

本のコーナーを通りかかったとき、実話を

もとにした絵本『エリカ・奇跡のいのち』

（ルース・バンダー・ジー）が目にとまり、

くぎ付けになりました。

第二次世界大戦中、「ユダヤ人を強制収

容所にはこぶ汽車の窓から、ひとりの母親

が生後間もない女の赤ちゃん（エリカ）を

毛布にくるんで投げ出しました。運よく村

人に拾われ、成長したエリカは母の思いを

理解します。「お母さまは、じぶんは『死』

に向かいなが、わたしを『生』に向かって
投げたのです」と。10分くらいの立ち読み

でしたが、2時間の映画を観たような衝撃

を受けました。

Ｓ

社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
っ

て
な
に
？
「
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
に

関
す
る
法
律
」
と
い
う
長
い

正
式
名
称
の
よ
う
だ
け
ど
。

Ｔ

日
本
に
住
む
一
人
ひ
と

り
に
１
２
桁
の
番
号
が
付
け

ら
れ
、
個
人
情
報
が
管
理
さ

れ
る
ん
だ
よ
。

Ｍ

１
０
月
５
日
に
住
民
票

の
届
け
出
の
あ
る
住
所
に
個

人
番
号
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
簡
易
書
留
で
送
ら
れ
る
。

２
０
１
６
年
１
月
か
ら
、
希

望
者
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
・
顔
写

真
入
り
の
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
を
通
知
カ
ー
ド
と
引
き

換
え
に
発
行
す
る
よ
。

Ｔ

今
回
は
、
年
金
給
付
、

雇
用
・
労
働
保
険
、
医
療
・

介
護
保
険
給
付
や
保
険
料
徴

収
な
ど
の
社
会
保
障
分
野
と

確
定
申
告
な
ど
の
税
制
分
野
、

災
害
対
策
分
野
が
情
報
と
し

て
カ
ー
ド
に
入
れ
ら
れ
る
。

Ｓ

「
な
り
す
ま
し
」
が
多

発
し
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で

年
間
５
兆
円
、
韓
国
で
も
４

年

間
で

１
億
２

千
万

人
分

（
１
人
２
回
以
上
も
）
の
情

報
流
出
が
お
き
た
の
よ
。

Ｔ

日
本
で
も
日
本
年
金
機

構
で
１
２
５
万
件
の
情
報
流

出
が
あ
っ
て
、
危
険
性
は
証

明
さ
れ
て
い
る
よ
ね
。

Ｍ

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

反
対
連
絡
会
が
結
成
」
さ
れ
、

運
動
が
広
が
っ
て
い
る
け
ど
、

具
体
的
に
は
何
を
し
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
。

Ｓ

ま
ず
は
制
度
を
勉
強
し

な
い
と
い
け
な
い
わ
ね
。
署

名
も
知
り
合
い
に
書
い
て
も

ら
う
わ
。
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
届
い
て
も
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
は
希
望
者
だ
か
ら
「
い

り
ま
せ
ん
」
っ
て
意
思
表
示

し
よ
う
っ
と
。
（
生
活
と
健
康

を
守
る
新
聞
よ
り
抜
粋
）

こ
ん
に
ち
は

さ
か
ぐ
ち
多
美
子
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
危
険
性
学
び

個
人
番
号
カ
ー
ド
使
用
強
制
阻
止
を

９月２９日（火）
１８：３０より
プラザホープで
大門みきしさんを
招いての学習会が
予定されています。


